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岐阜県担い手育成総合支援協議会作付拡大推進方針
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第１ 目 的

途上国の経済発展による食料消費の増加等を背景に国際的な食料需給のひっ迫が懸念される中

で、本県においても農地を有効に活用しつつ、自給率の低い麦・大豆等の需要に応じた生産拡大の

取組を進めることが必要である。

このためには、本県の水田や畑を最大限有効に活用することが必要であり、生産調整の拡大や経

営規模の拡大等によるこれら作物の需要に応じた生産拡大を推進し、もって食料自給率の向上に資

することとする。

第２ 需要に応じた作付拡大の推進方針

１ 水田等の活用状況と課題

本県の農地の利用状況については、水田では、水田本地面積に対し主食用米が５９．６％、麦

が７．２％、大豆が５．９％、野菜が７．６％、飼料作物が１．９％、飼料用米（わら利用を含

む）が０．４％、地力増進作物が３．１％、蜜源レンゲが４．３％、保全管理等不作付地が１１．

０％となっている。田における耕地利用率は９２．０％となっている。

また、本県の水田での作付体系は１年１作がほとんどであるが、大区画ほ場及び暗渠排水施設

が整備された西濃地域を中心に２年３作体系が、中山間地域の一部において１年２作体系が実施

されている状況である。

２ 対応方向

麦・大豆等の生産拡大のためには保全管理等不作付地の活用が重要であることから、これらの

農地を中心とした生産拡大に向けた取組を推進するとともに、地域の実情に応じ、適地適作を進

めるものとする。

第３ 低コスト化・高品質化のための技術の導入について

１ 現状と課題

販売農家の農業所得が少ない本県の農業経営について、効率的かつ安定的な経営を確保するた

めには、①生産物の収量増大、②生産物の販売額の増大、③生産に係る経費の削減、を推進する

必要がある。

このうち特に③については、農地の面的な集約を図ると同時に、機械の効率的な利用や合理的

な労働力配分の実施を推進することにより、生産経費を削減する必要がある。

２ 対応方向

（労働力配分の合理化）

・不耕起栽培や直播栽培等、特定の作業を簡略化、省略化することにより労働時間を短縮し、面
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積拡大に対応した労働力配分を実現する。

・耕起、播種、施肥、防除等、複数の作業を同時に行うことにより、労働時間の短縮を図る。

（土地利用の合理化）

・周辺の農地を集積し、面的にまとまった形で作付けを行うことで、機械の利用効率の増大、作

業時間の短縮を図る。

・麦あと大豆の作付け等、複数作物の効率的な作付けを行うことにより、面積あたりの収益性を

増大させる。

・作物の生育診断等による効率的な施肥や、レンゲのすき込み等による地力増大を行い、農地の

適正管理を図る。

（資本装備の効率化）

・耕起、播種、施肥、防除といった複数の作業を同時に行うことにより、栽培面積の拡大や野菜

等他の品目の生産につなげる。

・麦の作付けにおいて、コンバインや管理機等の機械を共有し、機械経費を削減する。

・作溝機や除草機等の使用により、生産物の品質向上を図る。

３ 低コスト化・高品質化のため導入を推進する技術

（１）本県で推進する主な輪作体系

・本県の気候や地形、農地の整備の状況、作物の産地の形成・生産振興を図る作物等から勘案

し、本県で推進する主な輪作体系は下表のとおりとする。

（１年１作又は２作）

作 物 １年目 ２年目

Ⅰ主食用水稲 ○ ×

Ⅱ冬作転作作物 （○ ×）

Ⅲ夏作転作作物 ○ ×

ⅠとⅡ又はⅢ(新規需要米（米粉用米、飼料用米等）、飼料作物（WCS、わら専用稲）を除く)

の組み合わせによる

（２年３作）

作 物 １年目 ２年目 ３年目

Ⅰ主食用水稲 ○ × ○ ×

Ⅱ冬作転作作物 （○ ×）

Ⅲ夏作転作作物 ○ ×

（３年４作）

作 物 1年目 ２年目 ３年目 4年目

Ⅰ主食用水稲 ○ × ○ × ○ ×

Ⅱ冬作転作作物 ○ ×

Ⅲ夏作転作作物 ○ ×
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注：地域の水田での作付体系について、播種期（又は移植期）は○、収穫期は×で示し、「○ ×」のように記述する。

・Ⅱ、Ⅲの作物については、以下の作物を参考に、地域の実情に応じ選択し、作付するものと

する。

Ⅱ：麦、レンゲ、なたね、飼料作物、地域振興作物等

Ⅲ：大豆、新規需要米（米粉用米、飼料用米等）、飼料作物（ＷＣＳ、わら専用稲を含む）、

そば、地域振興作物等

（２）本県で推進する低コスト化・高品質化の技術

別表のとおり

第４ 作付拡大に当たっての各種施策との連携

区 分 施 策 名

１ 麦の生産振興に関する施策 水田利活用自給力向上事業
水田・畑作経営所得安定対策

２ 大豆の生産振興に関する施策 水田利活用自給力向上事業
水田・畑作経営所得安定対策

３ 環境と調和のとれた農業生産活動の推進に関
する施策

４ 担い手育成に関する施策

５ 耕作放棄地の解消対策の推進に関する施策 耕作放棄地再生利用緊急対策
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別
表

対
象
作
物
：
麦

○
①
輪
作
体
系
の
導
入

2
・
地
域
が
推
進
す
る
輪
作
体
系
に
限
る
。

○
②
団
地
化

2
・
１
の
団
地
の
場
合
お
お
む
ね
２
ｈ
ａ
以
上
、
２
以
上
の
団
地
の
場
合
お
お
む
ね
１
ｈ
ａ
以
上
の
麦
の
団
地
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
。

○
③
土
地
利
用
集
積

2
・
当
該
農
業
者
自
ら
に
よ
り
、
作
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
麦
に
係
る
水
田
・
畑
に
お
け
る
作
業
面
積
が
お
お
む
ね
３
ｈ
ａ
以
上
で
あ
る
こ
と
。

④
傾
斜
水
田
（
圃
場
傾
斜
化
技
術
）

2

⑤
Ｆ
Ｏ
Ｅ
Ａ
Ｓ
（
フ
ォ
ア
ス
）
又
は
本
暗
渠

2

○
⑥
弾
丸
暗
渠

1

○
⑦
明
渠

1

○
⑧
土
壌
改
良

1

⑨
新
品
種
の
導
入

1
・
新
品
種
と
は
平
成
１
１
年
以
降
品
種
登
録
さ
れ
た
麦
を
い
う
。

⑩
不
耕
起
播
種
技
術

2

⑪
耕
う
ん
同
時
畝
立
て
播
種

2

⑫
畝
立
て

1

⑬
踏
圧

1

⑭
高
度
施
肥
管
理
（
土
壌
診
断
・
葉
色
診
断
に
基

づ
く
施
肥
管
理
等
）

2

・
土
壌
診
断
、
葉
色
診
断
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
施
肥
管
理
を
行
う

・
土
壌
診
断
：
土
壌
中
に
蓄
積
さ
れ
た
肥
料
成
分
を
土
壌
診
断
に
よ
り
予
め
把
握
し
、
そ
の
蓄
積
分
を
勘
案
し
て
施
肥
設
計
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

効
率
的
な
施
肥
を
行
う
技
術

・
葉
色
診
断
：
生
育
途
中
の
作
物
の
葉
色
に
よ
る
栄
養
診
断
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
適
切
な
追
肥
量
等
を
決
定
す
る
技
術

⑮
赤
か
び
病
防
除

1

⑯
気
象
情
報
を
活
用
し
た
適
期
収
穫
の
実
施

2

⑰
都
道
府
県
特
認
技
術

ア
小
明
渠
作
溝
同
時
浅
耕
播
種

1
・
小
明
渠
作
溝
と
浅
溝
と
施
肥
播
種
を
同
時
に
行
う
技
術

イ
耕
起
・
施
肥
・
播
種
同
時
作
業
機
の
導
入

1
・
麦
、
大
豆
の
降
雨
回
避
等
適
正
条
件
下
で
の
播
種
等
同
時
作
業
に
よ
る
出
芽
安
定
・
省
力
化
技
術

1
・
稲
、
麦
、
大
豆
等
の
生
産
に
お
い
て
、
防
除
、
施
肥
等
の
複
数
の
作
業
を
行
え
る
汎
用
作
業
機
の
導
入
技
術

1
・
自
走
式
の
畦
畔
管
理
機
の
導
入
技
術

エ
汎
用
収
穫
機
の
利
用

1
・
複
数
の
作
物
に
利
用
可
能
な
収
穫
機
の
導
入
に
よ
る
低
コ
ス
ト
化
技
術

オ
肥
効
調
節
型
肥
料
の
利
用

1
・
基
肥
に
肥
効
調
節
型
肥
料
を
利
用
し
、
分
げ
つ
肥
を
省
略
す
る
技
術

カ
鳥
獣
害
対
策

1

畑
麦

※
団
地
化
は
、
中
山
間
地
域
に
あ
っ
て
は
、
当
該
面
積
に
２
分
の
１
を
乗
じ
た
面
積
と
す
る
。

ウ
多
目
的
管
理
作
業
機
の
導
入

水
田
に
同
じ

区
分

重
点
推

進
技
術

技
術
名

ﾎ
ﾟ
ｲ
ﾝ
ﾄ

技
術
の
概
要

水
田

麦
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別
表

対
象
作
物
：
大
豆

○
①
輪
作
体
系
の
導
入

2
・
地
域
が
推
進
す
る
輪
作
体
系
に
限
る
。

○
②
団
地
化

2
・
１
の
団
地
の
場
合
お
お
む
ね
２
ｈ
ａ
以
上
、
２
以
上
の
団
地
の
場
合
お
お
む
ね
１
ｈ
ａ
以
上
の
大
豆
の
団
地
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
。

○
③
土
地
利
用
集
積

2
・
当
該
農
業
者
自
ら
に
よ
り
、
作
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
大
豆
に
係
る
水
田
・
畑
に
お
け
る
作
業
面
積
が
お
お
む
ね
３
ｈ
ａ
以
上
で
あ
る
こ
と
。

④
傾
斜
水
田
（
圃
場
傾
斜
化
技
術
）

2

⑤
Ｆ
Ｏ
Ｅ
Ａ
Ｓ
（
フ
ォ
ア
ス
）
又
は
本
暗
渠

2

○
⑥
弾
丸
暗
渠

1

○
⑦
明
渠

1

⑧
大
豆
作
前
の
緑
肥
作
物
の
導
入

1

○
⑨
土
壌
改
良

1

⑩
出
芽
安
定
技
術

1

⑪
不
耕
起
（
狭
畦
密
植
）
播
種

2

⑫
小
明
渠
作
溝
同
時
浅
耕
播
種

2

⑬
有
芯
部
分
耕
栽
培

2

⑭
耕
う
ん
同
時
畝
立
て
播
種

2

⑮
一
工
程
耐
天
候
型
播
種
技
術

2

⑯
高
度
施
肥
管
理
（
土
壌
診
断
・
葉
色
診
断
に
基

づ
く
施
肥
管
理
等
）

2

・
土
壌
診
断
に
よ
る
施
肥
管
理
を
行
う

・
土
壌
診
断
：
土
壌
中
に
蓄
積
さ
れ
た
肥
料
成
分
を
土
壌
診
断
に
よ
り
予
め
把
握
し
、
そ
の
蓄
積
分
を
勘
案
し
て
施
肥
設
計
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

効
率
的
な
施
肥
を
行
う
技
術

⑰
都
道
府
県
特
認
技
術

ア
耕
起
・
施
肥
・
播
種
同
時
作
業
機
の
導
入

1
・
麦
、
大
豆
の
降
雨
回
避
等
適
正
条
件
下
で
の
播
種
等
同
時
作
業
に
よ
る
出
芽
安
定
・
省
力
化
技
術

1
・
稲
、
麦
、
大
豆
等
の
生
産
に
お
い
て
、
防
除
、
施
肥
等
の
複
数
の
作
業
を
行
え
る
汎
用
作
業
機
の
導
入
技
術

1
・
自
走
式
の
畦
畔
管
理
機
の
導
入
技
術

ウ
汎
用
収
穫
機
の
利
用
技
術

1
・
複
数
の
作
物
に
利
用
可
能
な
収
穫
機
の
導
入
に
よ
る
低
コ
ス
ト
化
技
術

エ
狭
畦
無
中
耕
無
培
土
栽
培

1
・
地
域
の
慣
行
栽
培
よ
り
条
間
を
狭
く
播
種
す
る
こ
と
で
、
中
耕
・
培
土
を
省
略
化
す
る
技
術

オ
畝
立
て
播
種

1
・
畝
立
て
と
同
時
に
播
種
を
行
い
、
湿
害
を
回
避
し
、
出
芽
安
定
を
図
る
技
術

カ
鳥
獣
害
対
策

1

畑
大
豆

※
団
地
化
は
、
中
山
間
地
域
に
あ
っ
て
は
、
当
該
面
積
に
２
分
の
１
を
乗
じ
た
面
積
と
す
る
。

水
田
と
同
じ

区
分

重
点
推

進
技
術

技
術
名

ﾎ
ﾟ
ｲ
ﾝ
ﾄ

技
術
の
概
要

水
田

大
豆

イ
多
目
的
管
理
作
業
機
の
導
入
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